
『
就
実
論
叢
』
第
四
四
号
　
抜
刷

就
実
大
学
・
就
実
短
期
大
学
　
二
〇
一
五
年
二
月
二
八
日
　
発
行

加

藤

美

奈

子

倉
敷
市
所
蔵
「
薄
田
泣
菫
文
庫
」

与
謝
野
晶
子
自
筆
歌
稿
「
輓
歌
　
上
田
先
生
の
た
め
に
」

〈
資
料
紹
介
〉
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〈
資
料
紹
介
〉
倉
敷
市
所
蔵
「
薄
田
泣
菫
文
庫
」

与
謝
野
晶
子
自
筆
歌
稿
「
輓
歌
　
上
田
先
生
の
た
め
に
」

加

藤

美
奈
子

本
稿
で
は
、『
詩
歌
人
篇
』
掲
載
予
定
の
大
正
五
年
七
月
一
七
日
付
泣
菫
宛

晶
子
書
簡
に
同
封
さ
れ
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
自
筆
歌
稿
を
紹
介
す
る
。
同
書

巻
末
の
「
解
説
」
に
は
、
同
歌
稿
の
翻
刻
を
示
し
た
が
（
同
歌
稿
は
、
親
和
女

子
大
学
国
文
学
研
究
室
編
「
薄
田
泣
菫
来
簡
集
」（「
親
和
国
文
」（
昭
和
五
九

年
二
月
））
に
既
に
翻
刻
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
）、
初
出
紙
・
所
収
歌
集
と
の
異

同
等
は
紙
幅
の
都
合
上
、
割
愛
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
こ
の
晶
子
自
筆
歌
稿

に
は
、「
輓
歌　

上
田
先
生
の
た
め
に
」
と
題
さ
れ
た
上
田
敏
追
悼
歌
一
〇
首

が
示
さ
れ
て
い
る
点
で
も
、
特
に
重
要
な
歌
稿
で
あ
る
。
本
稿
で
は
既
に
本
論

叢
で
紹
介
し
て
来
た
一
二
枚
の
晶
子
自
筆
歌
稿
同
様
に
、
初
出
紙
面
と
と
も
に

図
版
掲
載
し
、
表
現
の
異
同
の
有
無
等
を
比
較
・
確
認
し
て
お
き
た
い
。

上
田
敏
（
明
治
七
（
一
八
七
四
）
一
〇
月
三
〇
日
〜
大
正
五
（
一
九
一
六
）

一	

倉
敷
市
所
蔵
「
薄
田
泣
菫
文
庫
」
所
収

	

与
謝
野
晶
子
自
筆
歌
稿
「
輓
歌　

上
田
先
生
の
た
め
に
」
解
題

倉
敷
市
所
蔵
「
薄
田
泣
菫
文
庫
」（
以
下
、「
泣
菫
文
庫
」）
所
収
の
与
謝
野

晶
子
自
筆
歌
稿
は
、
本
論
叢
第
四
〇
〜
四
三
号
掲
載
の
拙
稿
に
お
い
て
紹
介
し

た
一
二
枚
が
確
認
さ
れ
る
。「
泣
菫
文
庫
」
に
は
更
に
、
泣
菫
宛
晶
子
書
簡
が

一
五
通
所
収
さ
れ
て
い
る
。
倉
敷
市
編
著
『
倉
敷
市
蔵　

薄
田
泣
菫
宛
書
簡
集

　

作
家
篇
』（
八
木
書
店
、
二
〇
一
四
年
三
月
）
に
続
い
て
刊
行
さ
れ
る
、
倉

敷
市
編
著
『
倉
敷
市
蔵　

薄
田
泣
菫
書
簡
集　

詩
歌
人
篇
』（
八
木
書
店
、

二
〇
一
五
年
三
月
刊
行
予
定
、以
下
『
詩
歌
人
篇
』）
に
そ
れ
ら
一
五
通
の
翻
刻
・

注
・
解
説
の
掲
載
を
予
定
し
て
い
る
。
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上
田
敏
君
突
然
の
長
逝
に
会マ
マ

ひ
近
来
い
ろ

く
と
昔
日
を
憶
ひ
出
す
事
多

く
候
。
晩
年
の
上
田
君
と
殊
に
御
親
か
り
し
大
兄
も
定
め
て
御
感
慨
多
き

事
な
ら
ん
と
存
じ
申
候
。

寛
は
ま
た
、
翌
年
の
大
正
六
年
七
月
一
五
日
付
で
泣
菫
に
宛
て
て
、「
柳
村
博

士
の
一
週マ

マ

年
と
相
成
り
候
を
お
も
ひ
て
心
中
涙
の
に
じ
む
を
覚
え
申
し
候
」と
、

上
田
敏
の
一
周
忌
に
感
慨
を
伝
え
て
い
る
。

さ
て
、
泣
菫
宛
の
晶
子
の
書
簡
は
、「
泣
菫
文
庫
」
に
一
五
通
が
確
認
さ
れ
、

『
詩
歌
人
篇
』
に
掲
載
を
予
定
し
て
い
る
が
、
そ
の
中
に
、
上
田
敏
の
逝
去
に

際
し
て
、
自
ら
追
悼
歌
を
詠
み
、
泣
菫
に
「
大
阪
毎
日
新
聞
」
掲
載
を
求
め
て

歌
稿
を
送
っ
た
こ
と
が
伺
わ
れ
る
文
面
が
あ
る
（「
親
和
国
文
」（
前
掲
）
に
翻

刻
掲
載
）。

上
田
様
の
こ
と
の
き
ゝ
候
て
ふ
と
も
の
ゝ
こ
ゝ
ろ
ぼ
そ
く
お
も
は
れ
候
こ

と
か
ぎ
り
な
く
候
。
輓
歌
十
首
を
こ
れ
は
日
日
へ
も
お
く
る
も
の
に
候
へ

ど
御
さ
し
つ
か
へ
な
く
候
は
ゞ
あ
な
た
様
の
御
欄
の
か
た
す
み
へ
御
の
せ

下
さ
れ
た
く
候
。

書
簡
は
、
大
正
五
年
七
月
一
七
日
付
で
、
上
田
敏
の
逝
去
後
一
週
間
程
で
送
ら

れ
て
い
る
。
泣
菫
宛
の
晶
子
書
簡
の
多
く
は
、「
大
阪
毎
日
新
聞
」
掲
載
の
た

め
の
依
頼
原
稿
に
つ
い
て
の
応
答
で
、
原
稿
の
遅
延
や
違
約
を
詫
び
る
文
面
が

多
い
中
、
上
田
敏
へ
の
追
悼
歌
は
、
自
ら
の
哀
悼
の
念
を
止
み
難
く
伝
え
て
い

る
も
の
で
は
な
い
か
と
右
の
書
面
よ
り
推
察
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
泣
菫

の
編
集
す
る
「
大
阪
毎
日
新
聞
」
の
文
芸
欄
に
対
し
て
、
晶
子
が
「
あ
な
た
様

の
御
欄
」
と
い
う
意
識
で
寄
稿
し
て
い
た
こ
と
も
、
泣
菫
と
の
関
わ
り
を
端
的

年
七
月
九
日
、
病
没
）
は
、
明
治
三
三
年
四
月
の
創
刊
時
よ
り
「
明
星
」
に
寄

稿
し
、晶
子
の
『
み
だ
れ
髪
』（
明
治
三
四
年
八
月
）
へ
の
書
評
も
同
誌
に
載
せ
、

「「
み
だ
れ
髪
」は
耳
を
欹
て
し
む
る
歌
集
な
り
。
詩
に
近
づ
き
し
人
の
作
な
り
。

（
中
略
）
詩
壇
革
新
の
先
駆
と
し
て
、
又
女
性
の
作
と
し
て
、
歓
迎
す
べ
き
価

値
多
し
」（「
明
星
」（
明
治
三
四
年
一
〇
月
））
と
、
い
ち
早
く
評
価
し
た
。
上

田
敏
は
、
与
謝
野
寛
・
晶
子
に
と
っ
て
、「
博
士
」
と
い
う
権
威
を
以
て
文
学

を
牽
引
す
る
役
割
を
担
う
文
学
者
で
あ
っ
た
。

上
田
敏
は
ま
た
、
明
治
四
一
年
に
京
都
帝
国
大
学
に
赴
き
、
同
時
期
に
京
都

に
在
住
し
て
い
た
泣
菫
と
も
親
交
が
あ
っ
た
。「
泣
菫
文
庫
」
に
は
泣
菫
宛
上

田
敏
書
簡
九
通
が
所
収
さ
れ
て
お
り
（『
詩
歌
人
篇
』
掲
載
予
定
）、「
大
阪
毎

日
新
聞
」
に
掲
載
さ
れ
て
好
評
を
博
し
た
泣
菫
に
よ
る
『
茶
話
』
に
も
上
田
敏

の
名
前
が
屡
々
見
ら
れ
る
。
一
例
を
挙
げ
る
。

島
村
氏
の
健
康
を
気
遣
つ
た
上
田
氏
は
、
不ふ

図と

し
た
病
気
か
ら
脆も
ろ

く
も
倒

れ
て
し
ま
ひ
、
草く

た
び臥
れ
て
欠
伸
ば
か
り
続
け
て
ゐ
た
抱
月
氏
は
、
そ
の
後ご

ず
つ
と
健
康
を
恢と
り

復か
へ

し
て
ぴ
ち

く
し
て
ゐ
る
。

（「
抱
月
氏
」（
大
正
五
年
一
二
月
一
日
付
「
大
阪
毎
日
新
聞
」」
／
薄

田
泣
菫
『
完
本
茶
話
』
上
（
冨
山
房
、
一
九
八
三
年
））

こ
の
コ
ラ
ム
特
有
の
皮
肉
と
ユ
ー
モ
ア
を
通
し
て
、
早
逝
し
た
上
田
敏
に
折
々

言
及
せ
ず
に
は
い
な
い
泣
菫
の
哀
悼
の
念
が
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。「
泣
菫
文

庫
」
所
収
の
泣
菫
宛
与
謝
野
寛
書
簡
（
大
正
五
年
八
月
四
日
、『
詩
歌
人
篇
』

掲
載
予
定
、以
下
同
断
）
で
も
、次
の
よ
う
に
「
殊
に
御
親
し
か
り
し
大
兄
」
と
、

泣
菫
と
上
田
敏
の
関
係
に
言
及
さ
れ
て
い
る
。
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阪
毎
日
新
聞
」
掲
載
の
「
上う
へ

田だ

敏び
ん

博は
く

士し

を
悼い
た

み
て
」（【
図
版
３
】）、加
え
て
、『
晶

子
新
集
』
所
収
「
以
下
十
七
首
上
田
敏
博
士
を
悼
み
て
」
を
引
用
し
、
表
現
の

異
同
を
確
認
し
た
い
。

【
図
版
１
】
与
謝
野
晶
子
自
筆
歌
稿
「
輓
歌　

上
田
先
生
の
た
め
に
」。
用
紙

は
、
縦
約
二
六
㎝
×
横
約
三
六
㎝
の
洋
紙
、「
Ｂ
４
」
サ
イ
ズ
に
相
当
し
、
青

罫
の
四
〇
〇
字
詰
原
稿
用
紙
で
、「
十
ノ
廿　

松
屋
製
」
と
左
下
欄
外
に
印
刷

さ
れ
て
い
る
。
黒
イ
ン
ク
の
ペ
ン
書
き
で
、
右
欄
外
の
題
、「
上
田
先
生
を
悼

み
て
」
の
「
を
悼
み
て
」
を
縦
線
で
訂
正
し
、「
上
田
先
生
の
た
め
に
」
と
し
て
、

下
方
に
「
与
謝
野
晶
子
」
と
署
名
し
て
い
る
。
画
像
は
、
倉
敷
市
（
担
当
・
文

化
振
興
課
、
撮
影
・
就
実
大
学
吉
備
地
方
文
化
研
究
所
）
の
許
諾
を
得
て
掲
載

し
て
い
る
。
印
刷
の
都
合
上
、
画
像
の
周
囲
を
ト
リ
ミ
ン
グ
し
、
色
調
に
若
干

の
調
整
を
加
え
て
い
る
。

【
図
版
２
】
大
正
五
年
七
月
一
九
日
付
「
東
京
日
日
新
聞
」
掲
載
「
上
田
先

生
を
悼
み
て
」
お
よ
び
、【
図
版
３
】
大
正
五
年
七
月
二
四
日
付
「
大
阪
毎
日

新
聞
」
掲
載
「
上う

へ

田だ

敏び
ん

博は
く

士し

を
悼い
た

み
て
」
は
、
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
の
マ
イ

ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
複
写
に
よ
っ
た
。

後
掲
『
晶
子
新
集
』（
阿
蘭
陀
書
房
、
大
正
六
年
二
月
）
所
収
「
以
下
十
七

首
上
田
敏
博
士
を
悼
み
て
」
は
、
国
立
国
会
図
書
館
「
近
代
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ

ラ
リ
ー
」
の
画
像
資
料
を
参
照
し
た
。

に
示
し
て
い
て
興
味
深
い
。「
こ
れ
は
日
日
に
お
く
る
も
の
に
候
へ
ど
」
と
あ

る
よ
う
に
、
こ
の
追
悼
歌
は
、
大
正
五
年
七
月
一
九
日
付
「
東
京
日
日
新
聞
」

に
「
上
田
先
生
を
悼
み
て
」
と
題
し
て
一
〇
首
、「
大
阪
毎
日
新
聞
」
に
は
、

「
上う

へ

田だ

敏び
ん

博は
く

士し

を
悼い
た

み
て
」
の
題
で
、
大
正
五
年
七
月
二
四
日
付
で
一
〇
首
が

掲
載
さ
れ
て
い
る
。

本
論
叢
で
こ
れ
ま
で
紹
介
し
て
き
た
「
泣
菫
文
庫
」
所
蔵
の
一
二
枚
の
晶
子

自
筆
歌
稿
に
つ
い
て
は
、
発
表
時
期
等
か
ら
推
し
て
、
そ
の
「
送
り
状
」
に
該

当
す
る
「
泣
菫
文
庫
」
所
収
の
晶
子
書
簡
は
、
現
時
点
で
は
確
認
出
来
て
い
な

い
。
こ
の
上
田
敏
追
悼
歌
は
、
歌
稿
と
書
簡
の
内
容
が
明
確
に
一
致
し
、
ど
の

よ
う
な
意
識
で
泣
菫
の
元
へ
寄
稿
さ
れ
た
か
が
示
さ
れ
、
か
つ
実
際
に
新
聞
二

紙
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
点
で
も
貴
重
な
資
料
で
あ
る
と
言
え
る
。

さ
ら
に
、『
晶
子
新
集
』（
阿
蘭
陀
書
房
、
大
正
六
年
二
月
）
に
は
、「
以
下

十
七
首
上
田
敏
博
士
を
悼
み
て
」
と
題
し
た
一
七
首
が
あ
り
、
そ
の
内
、
前
半

一
〇
首
が
、
歌
稿
所
収
・
新
聞
掲
載
歌
で
あ
る
。

二	

与
謝
野
晶
子
自
筆
歌
稿
「
輓
歌　

上
田
先
生
の
た
め
に
」
図
版
・
翻
刻
、

掲
載
紙
面

以
下
、
大
正
五
年
七
月
一
七
日
付
泣
菫
宛
晶
子
書
簡
に
同
封
さ
れ
て
い
た
と

推
定
さ
れ
る
「
輓
歌　

上
田
先
生
の
た
め
に
」
と
題
さ
れ
た
自
筆
歌
稿
の
図
版

（【
図
版
１
】）・
翻
刻
を
示
し
、
大
正
五
年
七
月
一
九
日
付
「
東
京
日
日
新
聞
」

掲
載
の
「
上
田
先
生
を
悼
み
て
」（【
図
版
２
】）、大
正
五
年
七
月
二
四
日
付
「
大



−18−

就実論叢　第44号　2014

【
図
版
１
】
与
謝
野
晶
子
自
筆
歌
稿
「
輓
歌　

上
田
先
生
の
た
め
に
」
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【
図
版
２
】「
東
京
日
日
新
聞
」（
大
正
五
年
七
月
一
九
日
付
）

与
謝
野
晶
子
自
筆
歌
稿
「
輓
歌　

上
田
先
生
の
た
め
に
」
翻
刻

〔
欄
外
〕
輓
歌

上
田
先
生
を
悼
み
て
の
た
め
に　

与
謝
野
晶
子

ま
さ
め
に
は
仰あ
ふ

ぎ
得え

ざ
り
し
君き
み

な
り
き
今け

日ふ

の
後の
ち

は

た
見み

む
す
べ
も
な
し

鐘か
ね

な
り
ぬ
神か
み

か
仏ほ
と
けか
夕ゆ
ふ

ぐ
も
か
風か
ぜ

か
そ
れ
ら
に
君き
み

変か
は

り
行ゆ

く

あ
た
ら
し
く
惜を

し
と
悲か
な

し
き
こ
と
を
言い

ふ
わ
が
言こ
と
ば葉

な
ど
飽あ

き
足た

ら
ぬ
か
な

殯も
が
り

屋や

の
夕ゆ
ふ

ぐ
れ
時ど
き

の
奥お
く

ぐ
ら
さ
云い

は
ん
か
た
な
し
涙
な
み
だ

流な
が

る
る

あ
な
か
な
し
い
み
じ
く
清き
よ

き
お
ん
娘
む
す
め

棺ひ
つ
ぎの
前ま
へ

に
香か
う

ひ

ね
り
ま
す

わ
が
住す

め
る
天あ
め

地つ
ち

の
は
し
崩く
づ

れ
初そ

め
い
か
が
す
べ
き

と
悲か
な
しめ
る
な
り

い
に
し
へ
の
世よ

の
書ふ
み

に
さ
へ
さ
ば
か
り
の
心
こ
こ
ろ

憎に
く

き
は

書か

か
ず
亡な

き
君き
み

法の
り

の
庭に
は

端た
ん

厳ご
ん

な
れ
ど
亡な

き
君き
み

の
め
で
た
か
り
し
に
い

く
ば
く
も
似に

ず

し
る
べ
な
き
世せ

界か
い

に
い
ま
す
に
も
あ
ら
ず
な
す
息い
き

に

さ
へ
混ま
じ

る
と
知し

れ
ど

谷や

中な
か

な
る
塔た
ふ

の
わ
り
な
し
其そ
の

横よ
こ

に
博は
か
せ士
を
納を
さ

む
塔た
ふ

の

わ
り
な
し
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三	

与
謝
野
晶
子
自
筆
歌
稿
「
輓
歌　

上
田
先
生
の
た
め
に
」
解
説

既
に
見
た
よ
う
に
、「
輓
歌　

上
田
先
生
の
た
め
に
」
一
〇
首
は
、「
東
京
日

日
新
聞
」・「
大
阪
毎
日
新
聞
」
を
初
出
・
掲
載
紙
と
し
、『
晶
子
新
集
』（
阿
蘭

陀
書
房
、
大
正
六
年
二
月
）
所
収
、「
以
下
十
七
首
上
田
敏
博
士
を
悼
み
て
」

一
七
首
の
前
半
一
〇
首
と
配
列
も
含
め
一
致
す
る
。
自
筆
歌
稿
、
初
出
・
掲
載

紙
、
所
収
歌
集
に
お
い
て
、
殆
ど
表
現
等
の
差
異
は
認
め
ら
れ
な
い
が
、
表
記

等
に
若
干
の
異
同
が
あ
る
。
以
下
、
自
筆
歌
原
稿
「
輓
歌　

上
田
先
生
の
た
め

に
」
に
つ
い
て
、
初
出
・
歌
集
『
晶
子
新
集
』
所
収
歌
と
の
異
同
を
確
認
し
て

お
き
た
い
。

底
本
は
、『
定
本
與
謝
野
晶
子
全
集
』
一
―
二
〇
巻
（
講
談
社
、
昭
和
五
四

―
五
六
年
）
に
よ
っ
た
（
以
下
、『
全
集
』、
歌
番
号
も
同
全
集
に
よ
る
）。

引
用
の
傍
線
は
歌
稿
と
の
表
現
・
表
記
の
異
同
を
引
用
者
が
示
し
た
も
の
で

あ
る
。〔
歌
集
〕
に
お
け
る
ル
ビ
の
省
略
・
字
体
の
差
異
に
は
傍
線
を
引
い
て

い
な
い
。

ゴ
シ
ッ
ク
体
―
自
筆
歌
稿
「
輓
歌　

上
田
先
生
の
た
め
に
」
翻
刻

〔
日
日
〕
―
初
出
紙
「
東
京
日
日
新
聞
」（
大
正
五
年
七
月
一
九
日
）
掲
載

「
上
田
先
生
を
悼
み
て
」

〔
大
毎
〕
―
掲
載
紙
「
大
阪
毎
日
新
聞
」（
大
正
五
年
七
月
二
四
日
）
掲
載

「
上う

へ

田だ

敏び
ん

博は
く

士し

を
悼い
た

み
て
」

〔
歌
集
〕
―
『
晶
子
新
集
』（
阿
蘭
陀
書
房
、
大
正
六
年
二
月
）
所
収

「
以
下
十
七
首
上
田
敏
博
士
を
悼
み
て
」

【
図
版
３
】「
大
阪
毎
日
新
聞
」（
大
正
五
年
七
月
二
四
日
付
）
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〔
歌
集
〕
206
殯も
が
り

屋や

の
夕
ぐ
れ
時
の
奥
ぐ
ら
さ
云
は
ん
か
た
な
し
涙
流
る
る

あ
な
か
な
し
い
み
じ
く
清き

よ

き
お
ん
娘
む
す
め

棺ひ
つ
ぎの
前ま
へ

に
香か
う

ひ
ね
り
ま
す

〔
日
日
〕〔
大
毎
〕
⑸
香こ

う

ひ
ね
り
ま
す

〔
歌
集
〕
207
あ
な
か
な
し
い
み
じ
く
淸
き
お
ん
娘
柩
の
前
に
香
ひ
ね
り
ま
す

わ
が
住す

め
る
天あ
め

地つ
ち

の
は
し
崩く
づ

れ
初そ

め
い
か
が
す
べ
き
と
悲か
な
しめ
る
な
り

〔
日
日
〕〔
大
毎
〕
同

〔
歌
集
〕
208
わ
が
住
め
る
天
地
の
は
し
崩
れ
初
め
い
か
が
す
べ
き
と
悲
め
る
な

り

い
に
し
へ
の
世よ

の
書ふ
み

に
さ
へ
さ
ば
か
り
の
心
こ
こ
ろ

憎に
く

き
は
書か

か
ず
亡な

き
君き
み

〔
日
日
〕〔
大
毎
〕
⑷
心こ

ゝ
ろ

憎に
く

き
は

〔
歌
集
〕
209
い
に
し
へ
の
世
の
書ふ

み

に
さ
へ
さ
ば
か
り
の
心
憎
き
は
書
か
ず
亡
き

君

法の
り

の
庭に
は

端た
ん

嚴ご
ん

な
れ
ど
亡な

き
君き
み

の
め
で
た
か
り
し
に
い
く
ば
く
も
似に

ず

〔
日
日
〕〔
大
毎
〕
同

〔
歌
集
〕
210
法
の
庭
端
嚴
な
れ
ど
亡
き
君
の
め
で
た
か
り
し
に
い
く
ば
く
も
似

ず

し
る
べ
な
き
世せ

か
い界
に
い
ま
す
に
も
あ
ら
ず
な
す
息い
き

に
さ
へ
混ま
じ

る
と
知し

れ
ど

〔
欄
外
〕
輓
歌

上
田
先
生
を
悼
み
て
の
た
め
に　

与
謝
野
晶
子

〔
日
日
〕
上
田
先
生
を
悼
み
て　

與
謝
野
晶
子

〔
大
毎
〕
上う

へ

田だ

敏び
ん

博は
く

士し

を
悼い
た

み
て　

與
謝
野
晶
子

〔
歌
集
〕（
以
下
十
七
首
上
田
敏
博
士
を
悼
み
て
）

ま
さ
め
に
は
仰あ

ふ

ぎ
得え

ざ
り
し
君き
み

な
り
き
今け

日ふ

の
後の
ち

は
た
見み

む
す
べ
も
な
し

〔
日
日
〕〔
大
毎
〕
同

〔
歌
集
〕
203
ま
さ
め
に
は
仰
ぎ
得
ざ
り
し
君
な
り
き
今
日
の
後
は
た
見
む
す
べ

も
な
し

鐘か
ね

な
り
ぬ
神か
み

か
佛ほ
と
けか
夕ゆ
ふ

ぐ
も
か
風か
ぜ

か
そ
れ
ら
に
君き
み

変か
は

り
行ゆ

く

〔
日
日
〕〔
大
毎
〕
⑶
ゆ
ふ
ぐ
も
か
⑷
風
か
其そ

等れ
ら

に

〔
歌
集
〕
204
鐘
鳴
り
ぬ
神
か
佛
か
夕
雲
か
か
ぜ
か
其
等
に
君
變
り
行
く

あ
た
ら
し
く
惜を

し
と
悲か
な

し
き
こ
と
を
言い

ふ
わ
が
言こ
と
ば葉
な
ど
飽あ

き
足た

ら
ぬ
か
な

〔
日
日
〕〔
大
毎
〕
⑶
こ
と
を
云い

ふ

〔
歌
集
〕
205
あ
た
ら
し
く
惜
し
と
悲
し
き
こ
と
を
云
ふ
わ
が
言
葉
な
ど
飽
き
足

ら
ぬ
か
な

殯も
が
り

屋や

の
夕ゆ
ふ

ぐ
れ
時ど
き

の
奥お
く

ぐ
ら
さ
云い

は
ん
か
た
な
し
涙
な
み
だ

流な
が

る
る

〔
日
日
〕
同　
〔
大
毎
〕
⑸
涙な

み
だ

流な
が

る
ゝ
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〔
日
日
〕〔
大
毎
〕
同

〔
歌
集
〕
211
し
る
べ
な
き
世
界
に
い
ま
す
に
も
あ
ら
ず
な
す
息
に
さ
へ
混
る
と

知
れ
ど

谷や
な
か中
な
る
塔た
ふ

の
わ
り
な
し
其そ
の

横よ
こ

に
博は
か
せ士
を
納を
さ

む
塔た
ふ

の
わ
り
な
し

〔
日
日
〕〔
大
毎
〕
⑵
塔と

う

の
わ
り
な
し
⑸
塔と

う

の
わ
り
な
し

〔
歌
集
〕
212
谷
中
な
る
塔
の
わ
り
な
し
其
橫
に
博
士
を
納
む
塔
の
わ
り
な
し

以
上
、「
薄
田
泣
菫
文
庫
」
の
内
、
与
謝
野
晶
子
自
筆
歌
稿
「
輓
歌　

上
田

先
生
の
た
め
に
」
を
翻
刻
・
紹
介
し
た
。
一
〇
首
全
て
が
新
聞
二
紙
に
掲
載
さ

れ
、『
晶
子
新
集
』
に
も
所
収
さ
れ
て
い
る
が
、「
大
阪
毎
日
新
聞
」
掲
載
の
経

緯
を
泣
菫
宛
の
晶
子
自
筆
書
簡
が
示
し
て
い
る
点
で
も
、
貴
重
な
資
料
・
事
例

と
言
え
る
だ
ろ
う
。


